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蛋⽩質を作るアミノ酸でプロリンは唯⼀ cis 型、trans 型両⽅の配座を取ります。しか
し、細胞内でその配座がどう決まるかは不明です。私たちは pre-mRNA スプライシ
ングを触媒するスプライソソーム調節化合物の探索で、スプライソソームの成熟に働
く核内構造体 Cajal body を消失させる化合物を同定し、その作⽤が Cajal body を構
成する SMN 蛋⽩質のプロリン異性化誘導にあるとの結果を得ました。そこで本領域
では、このユニークな化合物依存的プロリン異性化現象を元にしたプロリン異性化ラ
イブ検出系を開発し、それによるプロリン配座制御機構の解明を⽬指して研究を⾏い
ます。 
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